
『
す
み
だ
』と『
北
斎
』

―
北
斎
の
描
い
た

『
す
み
だ
』⑤
―

　

北
斎
が
為
一
と
名
乗
っ
て
い

た
六
十
歳
代
〜
七
十
歳
代
中
ご

ろ
の
作
品
で
、区
内
に
あ
る
寺
院

の
一
つ
で
あ
る
法
泉
寺
（
東
向

島
三
丁
目
）へ
の
参
詣
客
の
様
子

を
描
い
た
摺
物
で
す
。摺
物
と
は

販
売
す
る
目
的
で
は
な
く
、狂
歌

師
な
ど
が
仲
間
に
配
る
た
め
に

絵
師
に
注
文
し
て
作
成
し
た
私

家
版
の
版
画
の
こ
と
で
す
。

　
門
を
く
ぐ
る
二
人
の
男
性
と
、

荷
物
持
ち
の
小
僧
を
連
れ
た
女

性
二
人
が
話
し
な
が
ら
法
泉
寺

へ
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。向
か
っ

て
右
の
石
柱
に
は「
新
田
義
貞
公

守
本
尊
髻
不
動
明
王
寺
嶌
法

泉
寺
」と
あ
り
、こ
れ
に
よ
っ
て

法
泉
寺
を
描
い
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。法
泉
寺
は
、

源
頼
朝
の
挙
兵
に
従
っ
た　

西

清
重
が
両
親
の
菩
提
を
弔
う
た

め
に
建
立
し
た
と
い
わ
れ
、新
田

義
貞
が
守
本
尊
と
し
て
の
髻（
髪

を
頭
の
上
に
集
め
て
束
ね
た
所
）

に
納
め
て
い
た
一
寸(

約
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル)

ほ
ど
の
念
持
仏
の

不
動
尊
を
安
置
す
る
寺
と
し
て

有
名
で
し
た
。
幟
や
左
の
石
柱

　

に「
開
運
金
勢
大
明
神
」と
あ
り

　

ま
す
。
作
品
の
上
部
に
描
か
れ

　

て
い
る
狂
歌
に
「
金
勢
へ
春
は

　

ま
ふ（
詣
）て
よ
縁
遠
き
お
と

　

こ（
男
）女
の
中
む
す
ふ(

結
ぶ)

　

 

神
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
金
勢

大
明
神
は
男
女

の
縁
結
び
の
神

で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の

史
料
で
法
泉
寺
を
調
べ
る
と
、髻

不
動
や　

西
清
重
に
つ
い
て
の

記
述
は
あ
り
ま
す
が
、金
勢
大
明

神
を
祀
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
文

献
は
あ
り
ま
せ
ん
。本
作
品
以
外

に
江
戸
時
代
の
法
泉
寺
を
描
い

た
も
の
は
、現
在
の
と
こ
ろ
わ
か
っ

て
お
ら
ず
、寺
の
歴
史
的
資
料
と

し
て
も
重
要
で
す
。ま
た
、本
作
品

は
、墨
田
区
所
蔵
の
ピ
ー
タ
ー
・

モ
ー
ス 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
以
外
の

所
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
唯
一

の
も
の
で
、
墨
田
区
指
定
有
形

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
い
つ

す
り
も
の

さ
ん
け
い

に
っ
た
よ
し
さ
だ

て
ら
じ
ま

ま
も
り
ほ
ん
ぞ
ん
も
と
ど
り

き
よ
し
げ

か
さ
い

ぼ
だ
い

の
ぼ
り

ま
つ
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こ
れ
ま
で
墨
田
区
で
は
、
「
北
斎
の 

世
界
」
、
「
北
斎
の
ま
な
ざ
し
〜
す
み

だ
を
描
く
〜
」
と
い
う
二
本
の
映
像 

作
品
を
制
作
し
、
北
斎
と
す
み
だ
と 

の
か
か
わ
り
や
、
北
斎
の
生
き
方
、 

作
品
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
、
分
か 

り
や
す
く
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
三
作
目
と
な
る
「
墨
田
区
所
蔵 

ピ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ス 

コ
レ
ク
シ
ョ 

ン
」
で
は
、
す
み
だ
北
斎
美
術
館
の 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
基
盤
を
な
す
「
ピ 

ー
タ
ー
・
モ
ー
ス 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

に
焦
点
を
当
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の 

特
色
や
、
収
蔵
さ
れ
て
い
る
優
品
の 

数
々
を
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
紹

介
し
ま
す
。

　

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
ピ
ー
タ
ー
・
モ

ー
ス 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
代
表
作
品

を
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴
や
、 

北
斎
研
究
に
お
け
る
重
要
性
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
と
し
て

い
ま
す
。

◆
シ
ン
プ
ル
で
上
質
な
演
出

　
　

状
態
の
良
い
作
品
を
じ
っ
く
り

　
　

ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
、
過
度

　
　

の
演
出
を
避
け
、
落
ち
着
い
た

　
　

表
現
と
し
て
い
ま
す
。

◆
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
ひ
も

　

と
く

　
　

代
表
的
作
品
を
掘
り
下
げ
て
紹

　
　

介
し
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
徴

　
　

と
北
斎
研
究
に
お
け
る
重
要
性

　
　

を
解
説
し
て
い
ま
す
。

◆
ピ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ス
氏
の
人
物
像

　

を
紹
介

　
　

モ
ー
ス
氏
本
人
の
言
葉
を
通
し

　
　

て
、
モ
ー
ス
氏
の
人
物
像
や
北

　
　

斎
へ
の
思
い
に
迫
り
ま
す
。

【
「
墨
田
区
所
蔵　
ピ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ス 

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
】

  

収
録
時
間　

十
七
分　

  

対
応
言
語　

日
本
語
・
英
語

　

※ 

区
立
図
書
館
や
文
化
振
興
課
北
斎

　
　

 

美
術
館
開
設
担
当
で
貸
出
し
を

　
　

 

行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

  

墨
田
区
区
民
活
動
推
進
部

  

文
化
振
興
課
北
斎
美
術
館
開
設
担
当

  　

０
３
‐
５
６
０
８
‐
６
１
１
５

北
斎
生
誕
二
五
〇
年
記
念
展
覧
会
を
開
催

　

二
〇
一
〇
年
は
、
北
斎
が
す
み
だ
の
地 

に
生
ま
れ
て
二
五
〇
年
と
い
う
節
目
の
年

で
す
。
墨
田
区
で
は
、こ
れ
を
記
念
し
て
、
区

所
蔵
作
品
に
よ
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
現
在
建
設
中
の
東
京
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
に
ち
な
み
、
〝
高
所
か
ら
見
た

風
景
〞
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
展
示
作

品
は
、
良
好
な
保
存
状
態
や
、
希
少
性
な
ど

の
面
で
定
評
が
あ
る
「
ピ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ス 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
中
心
に
六
十
点
余
り
。 

北
斎
が
描
い
た
大
パ
ノ
ラ
マ
を
ぜ
ひ
ご
覧 

く
だ
さ
い
。

【
会
期
】

  

平
成
二
十
三
年
三
月
十
三
日
（
日
）
〜

　

二
十
九
日
（
火
）
午
前
九
時
三
十
分
〜

　

午
後
六
時（
金
曜
日
は
午
後
七
時
三
十
分　

　

ま
で
）

【
会
場
】

　

す
み
だ
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル　

ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
（
墨
田
区
役
所
内
）

【
入
場
料
】

　

一
般 

五
〇
〇
円（
前
売
り 

四
〇
〇
円
）、

　

中
学
生
以
下
及
び
六
十
五
歳
以
上
は
無
料
。

　

※
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
開
始
は
、
平
成
二
十

　

三
年
一
月
以
降
の
予
定
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

北
斎
生
誕
二
五
〇
年
記
念
展
覧
会
実
行

　

委
員
会
事
務
局
（
文
化
振
興
課
北
斎
美
術　

　

館
開
設
担
当
内
）

　
　

０
３
‐
５
６
０
８
‐
６
１
１
５

新板浮絵三囲牛御前両社之図 冨嶽三十六景　武州玉川

北
斎
紹
介
映
像
第
三
弾
！

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
墨
田
区
所
蔵　

ピ
ー
タ
ー
・
モ
ー
ス 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」


